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１． 委員の指摘及び提言概要 

環境行政に関する法律の専門家が一同に介して研究される場が設けられたことは環境行政の立

場からも意義があったと考えられ、環境権やPPP原則など幅広い論点に明確な示唆を与える研究と

して集約されている。また、国際法の現状レビューを通した日本の対応についての提案ができた点

が評価できる。成果は行政の対応にも生かされつつあるが、更に環境省との意見交換と政策指針の

策定がアウトカムとして求められる。また、環境研究の内容はカバーすべき分野が広いので、研究

成果の内容については、わかりやすい説明をお願いしたい。サブテーマ間の関係や国内と国際との

相互関係など、成果を統合的に取りまとめ、より多くの方の理解を深めることに寄与する表現方法

を検討いただきたい。 

 

２．採点結果 
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